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第33回

２０１０丹沢クリーンハイク報告集
５月２９日(土)～３０日(日)

【後援】神奈川県、丹沢大山クリーンピア２１

【協賛】丹沢自然保護協会、丹沢ブナ党、丹沢ドン会，丹沢ゴミ調査会、秦野の自然と環境を守る連絡会、

伊勢原の自然と環境を守る連絡会、尾瀬の自然を守る山ゆりの会、相模川キャンプインシンポジウム、

グリーンタフ(神奈川県自然観察指導員連絡会)、神奈川の自然と環境を守る連絡会（神奈川グリーンネッ

ト）、神奈川大学ワンダーフォーゲル部、ＮＰＯみろく山の会（順不同)

神奈川県勤労者山岳連盟



２

「２０１０丹沢クリーンハイク」

平成２２年５月３０日 クリーンハイク実行委員長 渡辺 三男

２０１０年丹沢クリーンハイクは、前夜祭から２３名が参加し、アコーディオン奏者の演奏で大変盛り上がり

ました。クリーンハイク当日は、残念ながら前日の気象情報の降水確率が６０％以上ということで林道コース以

外は、中止としました。

急遽変更したにもかかわらず、林道コースには、多くの会から参加がありました。

戸川林道に３０名、西山林道に２３名、くぬぎ山コースや他のコースにも２０名と合計で７３名の参加者があ

りました。実行委員や救助隊のメンバーを加えると総勢約９０名となりました。回収したゴミの量は１３１㎏で

した。

このことから、清掃活動に関わろうという参加者の意識の高さを感じるとともに、雨天時においても実施を望

む会員が多いように思われます。

過去にも、何回か雨天時の実施の有無について対応を迫られる事がありましたが、今後も一般参加者を含めて

の実施有無の判断と、雨天時計画の検討もしたいと考えています。

今回新しく加えた不動尻コースは、地元町内会や自治体の期待も鑑みて、秋ぐらいをめどに実施を検討してい

きたいと思います。

丹沢クリーンハイク２０１０報告集

清掃場所 会の名称 参加人数 可燃ごみ 不燃ごみ 合 計

みずなら山の会 １０ ６.５ １３.５ ２０.０

雪童山の会 １ ０.６５ １.３５ ２.０

横浜こぶしの会 ７ ４.５５ ９.４５ １４.０

戸沢林道 地平線の会 ５ ６.９５ ２.８ ９.７５

山ブキの会 １ ０.６５ １.３５ ２.０

アルパインクラブ横浜 ２ ０.３ ０.３

相模アルパインクラブ １ ０.６５ １.３５ ２.０

カモの会 ４ ２.６ ５.４ ８.０

藤沢山の会 １６ ２０.３ ２３.０ ４３.３

西山林道 神奈川大学ワンゲル部 ５ １.６ １１.４ １３.０

柴笛クラブ １ １.２ １.２

一般参加者 １ ０.６ ０.６

ヤビツ峠
川崎ハイキングクラブ

山ブキの会
１
１

０.１５ ０.１５

大倉高原堀山 横浜ハイキングクラブ ６ １.５ １.３５ ２.８５

上秦野林道 山ゆりの会 ８ １.７５ １１.０５ １２.８

総計 ７０ ４９.８ ８２.１５ １３１.９５

第３３回 ２０１０丹沢クリーンハイク清掃集計表(計集、柴笛クラブ・吉崎)

２０１０丹沢クリーンハイク参加者数

スタッフ＝総計、１２３名

本部＝１２名 救助隊＝１２名 水質＝２９名 清掃＝７０名



場所 大腸菌 色度 場所 大腸菌 色度

水無本谷（出合い） 陰性 ○　 1.0 一の沢（ツメ）   陽性 ●　　 13.5

水無本谷(ツメ） 陰性 ○　 0.0 一の沢（取水口）   陽性 ●　　 5.5

源次郎（出合い） － 1.5 見晴茶屋   陽性 ●　　 －

源次郎（ツメ） － 0.0 見晴水場（東南斜面） 陰性 ○　 －

勘七の沢（出合い）  陽性 ●　　 1.0 大倉高原山の家 陰性 ○　 5.5

勘七の沢（ツメ） － － 塔ノ岳（流水）  陰性 ○　 0.0

後沢乗越の水場 陰性 ○　 0.0 大山春岳沢の水場 陰性 ○　 0.0

葛葉の泉  陰性 ○　 0.0 ゴマ屋敷水場  陰性 ○　 0.0

竜神の泉 陰性 ○　 0.0

３
丹沢クリーンハイク２０１０報告集

2010 年丹沢水質調査報告
神奈川県勤労者山岳連盟自然保護委員会

５月２９日(土)に実施しました丹沢水質調査は、曇り夕方からときどき小雨の天候でしたが、無事に終えるこ

とができました。ご協力いただいた会の皆様、有難うございました。

今回は、若干の沢のデータがうまくとれませんでしたが、湧水はどれも陰性で大腸菌は検出されませんでした。

また、今回も大腸菌のほかにイオン(NO3-,NO2-,NH4+,Ca2+,Mg2+,Al3+,Fe,Cl-)濃度やCOD、pH、濁度、色度な

ども調べてみました。ほとんどのものは基準値以下でしたが、昨年と同様に、色度の高い試料があったので色度

も表に載せました。特に、一の沢ツメは昨年(１１．５)よりも上がっています。水道水の場合は、一応水質基準

が色度５度以下となっています。これから梅雨に入ると、動物の糞尿も含め、いろいろな有機物が沢に流れ込む

ことも予想されますので注意が必要です。さて、来年は神奈川労山が丹沢の水質調査をはじめて２０年になりま

す。この間、大腸菌などの検出技術はめざましく進歩してきました。おかげさまで、分析の精度は良くなりまし

たが、沢の水質が徐々に悪化している現状が明らかになってきています。しかし、この大切な丹沢を守るために、

自分たちにできることをしていきたいという皆様のお気持ちに支えられて、この調査がここまで続けられてきた

と思います。

今年は特に、水温の測定やら、イオン調査用の採水やら、めんどくさいことをお願いしましたが、気持良く引

き受けていただき、ありがとうございました。

来年の水質調査にもぜひ、ご協力を宜しくお願いいたします。

採水日：2010 年 5月 29 日(土) 天気：曇りときどき小雨(前日晴れ夜小雨）
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５月２９日(土) 水質調査担当会と参加者数 ２９名

場 所 担当会 参加人数 場 所 担当会 参加人数

水無本谷（出合い）
雪童山の会 ７人

一の沢（ツメ） 地平線の会
４人

水無本谷(ツメ） 一の沢（取水口） 緑と星山の会

源次郎（出合い）
みずなら山の会 ９人

大倉高原山の家
横浜ハイキングクラブ ３人

源次郎（ツメ） 塔ノ岳の水場

勘七の沢（出合い）
藤沢山の会 ３人

大山春岳沢の水場

藤沢山の会 １人
勘七の沢（ツメ） ゴマ屋敷水場

後沢乗越の水場(沢) 横浜ハイキングクラブ ２人 葛葉の泉

(竜神の泉流水)

５月２９日(土) 見晴茶屋前夜祭参加者

(小田原ナーゲル山の会)森谷、(藤沢山の会)高橋.萩原.太田.池田.中河原.木村.神山.角田.角田、(地平線の会)

磯部.石田.鈴木.山下.上野、(横浜ハイキングクラブ)関根.伊藤.渡辺.宮原.長井、(みずなら山の会)千葉.小川.

藤本、(やま＋＋)柴田、(川崎労山)森.小林、(山ブキ)青柳

水質調査参加者

(雪童山の会)岡崎.小緑.樋浦.宮本.神谷.黒井、(みずなら山の会)平林.森.安江.関.ほか、(藤沢山の会)太田.

中河原.池田.木村、(横浜ハイキングクラブ)高橋.長井.関根.宮原.伊藤、(地平線の会)鈴木.磯部、(緑と星

スキー山の会)北野
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06/5/27 ● ○ ● ● ● ● － － － ● ○ ○ － ○ ○ ○ ○
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91/6/09 － － － － ○ ● ● － － － － － － － － ○ －

戸
沢
出
合

戸
沢
ツ
メ

４
丹沢クリーンハイク２０１０報告集

丹沢山域水質調査結果（過去 19 年間の推移）
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戸沢林道 16 23 39 118 319 436 245 133 26 27 53 27 196 223 280 14 294 202 332 534

大倉尾根 39 52 92 239 25 140 165 16 171 187 19 128 147

西山林道 16 35 51 70 284 353

県民の森 142 543 685 21 145 166

塔ノ岳 109 81 189 358 292

丹沢山 20 130 150

大山 8.8 61 69 23 60 83 34 89 123 34 100 134 41 246 287

日向薬師

十六丁目

岳ノ台 5.2 2 7.2 27 103 130 9 34 43 42 75.9 118 92 31 122

二ノ塔 0 170 170 102 6.9 218 224 0 619 619 6 341 347 17 1015 1032 10 140 150

三ノ塔 11 45 55 2 54 56 8 192 200 15 54 69 8.5 28 36.5 6 11 17

新大日 33 13 46 5 77 82 2.2 6.5 67 0.5 50 51 2.6 302 305 22 147 169

鍋割山

くぬぎ山

ヤビツ峠 8 87 95

その他 45 161 12 45
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※大山、表尾
根ｺｰｽに集中
※二ノ塔廃材

は回収がほぼ
終了した※大
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参加が増えて

いる

31
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1624.5
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6
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6
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13
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32

名

487

ＨＡＴ-Ｊと共
催

84

44 77 121 120

※ＮＯ2調査
開始※自然
保護団体の

参加※前夜
祭、シンポジ
ウムに大沢
氏（丹沢自

然保護協
会）、梶谷氏
（丹沢ブナ

党）参加

※丹沢大山
クリンピア21
に加盟※前

夜祭、シンポ
ジウムに梶
谷氏・鈴木
澄雄氏（丹

沢ブナ党）参
加※ブナ観
察会※大学

WV参加（神
奈川大学）

1217.15 822 722

97

5

25

ミニクリーン
ハイク不燃

物4７３㌔+5

（オバケ
沢）

（オバケ
沢）

96

5

26

（+大倉
尾根）

243

※行政との
話し合い（97
年２月）※ク

リーンハイク
実施後の行
政への提案
（山小屋の

廃材、ゴミ処
理の具体策
を要求）※大

日小屋の集
中清掃の実
施（ミニク
リーンハイ

ク）10月19日
ゴミ回収の
ため県のヘ

リが飛んだ

778 953 1905.6 1098.3

372

※前夜祭、
シンポジウ
ムに奥野氏

（丹沢自然
保護協会）
参加※ブナ
観察会※報

告書作成

※朝日新聞
に掲載し､過
去最高の参

加（内一般
143名）※報
告書作成※
行政との話

し合い（96年
11月）

※森の集会
と共催※前
夜祭、シンポ

ジウムに白
鳥氏（丹沢
自然保護協
会）和田氏

（森の集会
事務局長）
参加※ブナ

観察会※大
学・高校ＷＶ
参加（神奈
川大学、東

高校）

５

１９８６年～２０１０年のゴミ集計

丹沢クリーンハイク２０１０報告集
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4 18 22 11 58 68 12 18 30 35 48 83 9 6 15 9 47 56

45 100 145 14 105 145 5 50 56 6 36 42 9.5 25 34 4 56 60 0 .2 17 17

4 9 13 7 6 13 1 4 5 0 .7 8 .7 9

3 6 9 14 9 23 8 16 23 9 .4 6 .9 16 28 28

6.2 6.2 0 78 78 0 40 40 0 14 2 16

49 155 204 4 36 40
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※雨のため
規模を縮
小、林道を
中心に清掃
を実施した
※新大日、
二ノ塔の集
中登山を実
施（みろく山
の会と共催）

178

16 16

2009

5

25

5

31

254

雨のため規
模を縮小、
林道を中心
に清掃を実
施

351 353 348

1405.5 871.5 1107.2

27

523.6

400

84.8
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一般参加者
は雨天のた
め中止。林
道清掃。粗
大ゴミは市に
報告。
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年

月

日

可
燃
物

不
燃
物
計

23 35 58 2663 戸沢林道

1.5 1.4 3 2541 大倉尾根

24 34 58 946 西山林道

938 県民の森

890 塔ノ岳

278 丹沢山

1479 大山

52 日向薬師

368 十六丁目

946 岳ノ台

2883 二ノ塔

948 三ノ塔

1591 新大日

40 鍋割山

1.8 11 13 112 くぬぎ山

0.2 0.2 349 ヤビツ峠

545 その他

17479 ゴミ量

参加者

2010

5

30

132

94

雨天のため
一般参加者
は中止。林
道を清掃。

ｋｇ以下は
四捨五入

総計

７丹沢クリーンハイク２０１０報告集

上秦野林道の終点から県民の森コース
山ゆりの会（尾瀬の自然を守る山ゆりの会）

参加者：稲本 大野 和田 豊留 田村 神保 加藤(良) 草野（８名）

クリーンハイキングを終えて

新松田よりバス、車窓の外は緑いっぱいの里山の風景。程なく寄に到着。山ビル

対策のスパッツを装着。山ゆり入会時には手間取っていたスパッツも、難なく着け

る事が出来るようになったな～なんて思いながらクリーンハイクへ出発。ここ数年

同じコースなので、何年も前は雨がすごく降って道が滝のように流れていたとか、

諸々思い出話に花が咲き…茶畑の間の道には捨てられたゴミは殆どなく、私はまだ

空のゴミ袋をぶらぶらさせながらくぬぎ山への登山道へ足を進めて行きました。

登りの途中でコース変更になり山頂へは行かず、上秦野林道の終点から県民の森

へ。そこで見つけました！野生のエビネランを。このクリーンハイクに参加すると、

私にとってその年毎にお初の物が見れるので、ゴミを拾う事より新たな出会いがあ

るのを毎年楽しみにしています。そして今回は変種も発見？フタリシズカの花穂が

倍の４本咲いていたのを見て、私たちオバサンを見ながらＫ氏が命名。それは「カ

シマシ草」だと！

昼食後、終点地大倉目指して歩き始めると、林道下に大量のゴミ発見。なぜか山

ゆりの男性は、林道下の崖に捨てられたゴミを見ると、若き血潮と正義感が湧いて

来るのか！果敢に崖下へ。あっという間にゴミ袋いっぱいの缶、瓶、ペットボトル

等。大きなオイル缶も拾い大倉到着。本日の成果ゴミと一緒の記念撮影でクリーン

ハイク終了。適度な歩きと森林浴そして解散後に飲んだ生ビールの美味しかった事。

来年も又参加しようと思った１日でした。（稲本なお子）

今回のクリーンハイクは、前日の天気予報により中止、参加者は林道のみで実施

するとの連絡が主催者から当日朝あり。実際の天気はくもりで、気温も低くクリー

ンハイクには快適な天気であった。山ゆりはほぼ予定通りに実施。県民の森の下、

上秦野林道でカン、ビン、ペットボトルなど15ｋｇほどを回収した。

県民の森では、ヤマビルの大歓迎を受けたが、あまり新鮮な血ではないせいか実

害はなかった。（Ｋ）
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「藤沢山の会」西山林道コース

清掃参加者

CL角田正、清水、池田、大井由、中河原、角田淑、神

山、安藤、木村、太田、高居、佐々木愛、大野、加藤、

大井工、萩原、高橋（大倉本部）計１７。他６名

水質調査参加者

池田、太田、中河原、木村、計４名 他１名

リーダー所感 角田正夫

今年は天気に恵まれて欲しいと念じていたのですが、

残念ながらその声は届かなかったようです。降水確率

６０パーセントで見晴茶屋から自由参加連絡をした時

は、２年前のことを思い出してしまいました。その分、

見晴茶屋で労山の他の会の人と一緒に歌声を楽しめた

のが雨で沈む気持ちを和ませてくれました。

しかし翌日はなんと雨天予報にもかかわらず１７名

の参加があり、また一般参加１名と、神大ワンゲル部

の若者５名の参加もあって総勢２２名でのゴミ回収に

なりました。そして予想外の大量ゴミとの遭遇もあっ

て、まだまだ、山にはゴミがいっぱいあると実感でき

たクリーンハイクとなったように思います。

参加者の皆さん本当にお疲れ様でした。

行動経過 角田正夫

開会式の後、大倉尾根から変更になった西山林道を

二俣に向かう。心配された雨も降らず、ビルも予想し

たほど障害にならず二俣手前のゲートに着く。ここで

一息いれて帰着時間を考慮して往路を戻る。帰路、林

道脇の人目に付かないところに大量の缶や壜などのゴ

ミを見つけ皆で手分けして回収したが、全部回収でき

ないほどあった。

会員持参の背負子に助けられ大倉に戻る。なを、私

たちと同行した神大生が４歳の鹿の立派な角を拾い思

わぬ拾い物になったことも付記しておきます。

参加者の感想 大野淳子

悪天候のため自由参加となってしまいましたが、雨

には降られず暑くもなく、歩くのにはちょうどよい一

大
倉
本
部
開
会
式
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山
林
道
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に
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て
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日でした。登山道が中止となりましたので西山林道の

清掃となり、藤沢山の会の他、一般参加の方１名と神

奈川大学ワンゲル部の方５名で出発しました。

歩きながら見たところではアメの包み紙がちらほら

落ちている程度でしたが、道路の脇や人目につきにく

いところには空き缶がまとめて捨てられていたり、日

でした。登山道が中止となりましたので西山林道の清

掃となり、藤沢山の会の他、一般参加の方１名と神奈

川大学ワンゲル部の方５名で出発しました。

歩きながら見たところではアメの包み紙がちらほら

落ちている程度でしたが、道路の脇や人目につきにく

いところには空き缶がまとめて捨てられていたり、産

廃ゴミのようなもの、家庭ゴミのようなもの、いろい

ろ見つかり、運びきれないものは写真を撮りました。

林道なので、登山者でなく車で捨てに来ているようで

す。

いつも元気をもらっている山をきれいにするのは嬉

しいことですが、登山者であってもなくても、山でも

街中でも、この頃ゴミが落ちていることに鈍感になっ

ていたょうに思います。反省しつつ、最後はやはりビー

ルで乾杯! 充実した１日を過ごすことができました。

参加者の感想 神山亘弘

クリーンハイクを前日は前夜祭から参加しました、

見晴茶屋に着くと水質調査のメンバーが既に到着して

おり懇親会は始まっておりました。飲んで食べて程ほ

どの頃合になると歌集が配られプロのアコーデオン伴

奏にによる「歌声」が始まりました。山の歌、ロシア

民謡、等々懐かしい歌声喫茶の雰囲気を味わっている

うち２時間・３時間と瞬く間に過ぎ、消灯時間まで歌

い続けているグループもあり、さすが山屋は元気だな

と関心しましたが、小屋が貸切だったので許されたの

でしょう。

翌日のクリーンハイクは天気予報の結果、有志によ

る林道に変更になり、藤沢山の会は西山林道を割り当

てられました。人通りの少ないコースなのでゴミは少

ないだろうとタカを括っていたところ、なんと結果は

４０ｋｇを超えるゴミを集めました。

水質調査採水の感想

「勘七の沢」 池田 昭雄

太田、中河原、池田の３名で「勘七の沢」を担当。

出会の水を採水後、沢に入る。前日の大雨で沢が増水

し、沢の遡行が不可能になり引き返した。花立山荘裏

からツメに下降して取水する試みも失敗し、今回は非

常に残念だったけれど、出合だけの取水になってしまっ

た。

「春岳沢」「ゴマ屋敷」「葛葉の泉」水場

木村 久子

県連で採水をしてくれる会がないとのことで、藤沢山

の会がすることになり急きょ担当することになりまし

た。本来ならトレッキングしながらのコースですが、

急でメンバーも組めず、娘と車で採水してきました。

最初は春岳沢より採水、蓑毛キャンプ場まで軽自動

西
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林
道
下
に
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棄
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れ
た
バ
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勘
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沢
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みずなら山の会

＜自然保護委員所感 千葉雅子＞

今回、実行委員としては初めて水質調査、本部の仕事

などのお手伝いをさせて頂きましたが、準備や連絡そ

の他実行委員会の皆さんのご苦労がわかりました。ま

た、雨のため、前夜祭に急遽、会から３人加えて頂き、

美味しい料理を頂きながら、山の歌を歌ったり、他の

会の方々と交流できてとても楽しかったです。

水質調査は、源次郎沢に会から４人が参加し、お天

気が良くなくて心配だったのですが、無事に採水でき

て良かったです。ただし、私の説明不足で水質のサン

プルが一部採水できなかったので、申し訳ありません

でした。来年は失敗の無いように、採水方法を十分説

明したいと思いました。また、採水地点の状況を知る

ため、画像を撮れば良かった。源次郎沢では、足元の

ソックスに蛭が３匹ついていたそうですが、刺されな

かったそうです。また、女性１人が、ダニに頭や体を

７．８か所刺されたと言っていました。

Ｃ
Ｈ
に
参
加
し
た
藤
沢
山
の
会
と
神
奈
川
大
学(

５
名)

の
皆
さ
ん

林
道
横
草
む
ら
の
中
に
沢
山
の
ご
み

車でソロソロ入って駐車。杉の枯葉が積もってスリッ

プしそう。次にゴマ屋敷に向かうヤビツ峠越えは濃霧

とガスでここもそろそろ走る。ゴマ屋敷の水場は人気

で４台の車が来ていましたが短時間で取水し、最後の

菩提の葛葉の泉では幸い空いていたので簡単に採水で

きました。歩けば一日かかりますが、車利用で何とか

役目を果たせました。

丹沢クリーンハイク２０１０報告集
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クリーンハイクは、雨の予報でも林道の清掃は実施

することに決めていたので、みずならからは当初の予

定の殆どが参加してくれました。他の会の方々と一緒

に行動し、ゴミも大量に回収することができたので、

大倉に帰って来た時は、皆、充実した晴れ晴れとした

顔をしていました。反省点としては、ゴミを回収する

ときは、最初から可燃物と不燃物を別々の袋に入れる

ことにしておけば良かった事。また、不法投棄の崖下

のゴミの取り扱いをどうするかなど実行委員会の課題

もあると思いました。

＜参加者の感想1＞平成２２年５月２９日（土）源次郎

沢水質検査サンプル採水

参加者；L平林、森、安江、関（記）

コースタイム；戸沢８：４０→Ｆ１ ８：５５→Ｆ４

９：２０→Ｆ５ ９：４０・１０：１０→大倉尾根

１１：５５ →戸沢１３：００

オーイ(^o^)沢組ド～すんの？前日の夜会長からの一

報であった。天気予報は雨・確立50％である。止めて

おこう。中止メールを姫ちゃんから流してもらう。俺っ

て休日はメールが使えない。会社のPCアドレスを会に

登録してある。こんどYahooのアドレスに変更してもら

おうかな？

バリエーション組は予定通り実施するって！沢は雨

だとな～・まして人数多いし！

みんなには悪リィ～って思ったけど、水のサンプル

は採取しないとイケナイので行ってきました！メンバー

はみずなら精鋭？の4名。

先日から、雨が充分降って下はズブズブ状態。沢装

備つけてさあ出発、とたんに入渓口を間違えそうにな

る！大丈夫かょ・・・先がなんとなく？？？

Fallを超える毎に現在地確認！さすが精鋭部隊！Ｆ

５でロープを出す。えらく順調、なんてこたぁない。

Ｆ５クリアーここで大会議が勃発。二股の位置が解ら

ない。確か右に見える大きな滝は越えなかったヨ！だ

けど地図は右に行けって言ってるょ！え～ぃここは真っ

直ぐだ！ってことになり突き進む。とにかく真っ直ぐ

が好きだ！

正規ルートは850m辺りの二股を右に進むんだけど、

めっちゃガスっていたし、寒いし、何度も来てる人が

いるし、言い訳言わせてョ！これが今回の悲劇の始ま

りだった。

おっ！ここは、おっかしいな。踏み後ないし・Ｆ６

の枯れ滝も無いょ！キット台風なんかで変わったんだ

な！勝手な解釈・ゴタクを並べて登る。結論は、だけ

どココまで来たらヤッパ真っ直ぐ進むっきゃないよ。

雨でズブズブ状態のガレ場の超々急登。１歩進んで２

歩下がる？ヨツンバイで進む！落石の連発。「ラ～ク」

声が枯れた。

おい水が無くなるよ！目的を果さないとな！詰めの

サンプル取水完了！

どんどん進む！ふと上を見上げると「お化け」青白

い髪の長いやせ衰えた少女が両手を挙げて岩に寄り添っ

ている！

皆ケッコウ冷静でホントだ見えるョ！発見者の姫ちゃ

んが浮いちゃったか？しかし、気味悪いモン見ちゃっ

たな！今でも脳裏にハッキリ浮かんでくる！あ～ぁ。。。

俺弱いんだ。こ～ゆーの！いい加減苦労してヤット登

丹沢クリーンハイク２０１０報告集
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山道に這い上がった。「人」発見、あの～花立山荘は

この上ですよね？「そうです」って！ヤッパな～。全

員で沢の詰め？は、こんなもんだよな～ってか。こん

ど晴れでガスって無い時にリベンジしようって事にナッ

タ。読図の難しさを嫌って言う程知らされた。皆の衆、

今度はキチンと行こうな！

＜クリーンハイク参加者の感想＞平成２２年５月３０

日（日）

参加者；Ｌ小川、阿部、岡田、高橋、横手、藤本、田

村、末吉、川島、佐藤（克）（記）

（本部）中山、平林、千葉

コース；戸沢林道

丹沢クリーンハイクに、みずなら山の会の一員とし

て初めて参加させて頂きました。私達は大倉～戸沢林

道～戸沢山荘～戸沢林道～大倉の間で清掃を行いまし

た。林道の周りはペットボトルなどが落ちていて、一

番大きなゴミは車のホイールが一枚、落ちていました。

思っていたよりキレイです。戸沢山荘に着き、その周

りの清掃を始めるとゴミがあるある。もう土の中にビー

ルの空き缶やペットボトル、ビニール袋が植物の根と

一体化しています。取り出そうとすると土を深く掘り、

根っこを掘り起こさなければなりません。こんなにな

るまで放置されていたとは・・・・・。軍手は既に真っ

黒。そして作治小屋の下に行くともっと凄い事に。４

Ｌ位のペットボトルやビニール袋、空き缶、タバコの

吸殻、割り箸、４，５０Lのバケツ、ガラス瓶、割れた

ガラス瓶もたくさん、危険です。貝殻もたくさん、・・・・

ここは貝塚かっ！ このゴミ達は上から捨てられたの

でしょうか？もうキリがありません。ブルドーザーか

何かで土ごと掘らないと。キリ？がいいところで、こ

この清掃は終了して大倉に戻り始めました。林道の周

りは、登りの時に拾いましたので、そんなにありませ

んでした。しかし、崖下をのぞくとゴミがたくさん。

車のタイヤ？、ホイール？も落ちていました。ビニー

ル袋、ペットボトルはもちろんです。拾いにはいけま

せん。これは明らかに捨てたものだと思います。どう

すればいいのでしょうか？戸沢山荘の周り、崖下、

このあたりのゴミを何とかしなければ。私達だけでは

どうしようも出来ません。 以上

丹沢クリーンハイク報告／カモの会 永井慈子

雨天中止のため、参加は任意とし最初の参加予定の

１０人(塔ノ岳９人、不動尻１人)の内、３人(井戸、太

田、児島)＋実行委員の永井の４人が参加した。永井は

ヤビツ峠の受付予定だったが、今回なくなったので、

林道清掃に参加した。

戸沢林道清掃になったが、雨はほとんど降らず過ご

しやすかった。駐車場近くの小屋の下辺りにかなりの

食べ物系、ペットボトル、ガラス瓶、アルミホイル、

などのゴミが多くあった。

参加してくれた３

人は過去に参加した

こともあり、大体の

流れを把握しており

楽しんでもらえたよ

うだ。ただ以前カモ

の会では、クリーン

ハイクは会員全員参

加だったので、現在の(雨天の場合)任意参加という形

態に疑問を持つ人もいた。改めて会としてどうクリー

ンハイクに取り組むのか話しあいたい。

今回初めての実行委員だったので、慣れないところを

皆様に助けていただいた。

丹沢クリーンハイク２０１０報告集
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塔ヶ岳・高原山の家水場水質採水報告

横浜ハイク（高橋・長井・関根 記）

朝から小雨交じり時折パラパラと降り、霧が掛かっ

て白い煙の中にみずみずしい緑の木々。

紫色・朱色のつつじと悪天とはいえ歩くにはそれ程、

気にはならなくてゆっくり歩きました。

今回２度目の塔ヶ岳水場。

前回もそうだったのですが、山頂から１５分位下っ

たところ迄の道が荒れていますが、いままでの大倉尾

根と雰囲気が変わり草花が多い山道で、水場は未だか

な～って思う頃にテーブルが置いてあり、その先に以

外と水量のあるホースが見えます。ただ指示された箇

所のバルブのところがビニール袋がしっかりかぶさっ

て大小の小石が置いてあったので現在は使えないのか

と判断しました。

山頂に戻って尊仏小屋のおじさんに念のため聞いて

みると、そこは小屋専用に使っているとのこと、ホー

スから出ている水も同じだよって言われました。

高原山の家の水場でも小屋のおじさんが怪訝そうに

見ていました。

今年もきれいな水でした、という報告が出ると良い

なあって思います。

大倉バス停を８時３５分に出発。

塔ヶ岳山頂１２時１０分。

水場 １２時２５分～４０分。

山頂 １２時５５分～１３時３５分。

高原山の家１５時２０分。

大倉バス停１６時２０分

下り道は滑らないように気を付けたせいもあります

が、水の受け渡しが遅くなってしまい担当の人に迷惑

をかけてしまいました。

丹沢クリーンハイク２０１０報告集
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クリーンハイク 堀山コース

「朝起きて、雨が降っていなければ出かけよう」と心の中で

決めて当日 参加しました。

ちょうど良いメンバー数でコミュニケーションも取れ、ほ

かのクラブの 中に懐かしい顔を見る事も出来ました。

楽しい一日に感謝します。皆様、ご苦労様でした。

横浜ハイキングクラブ 濱谷

昨年末に入会し、県連のクリーン山行に初めて参加しまし

た。

ゴミを拾いながら堀山までの山行でしたが、久しぶりに社

会に貢献したような気持ちになり、また、いい気分で渋沢の

ラーメン屋でのビールの美味かったこと。

有り難うございました。

横浜ハイキングクラブ 内田和夫

堀
山
小
屋
前

堀
山
コ
ー
ス

堀
山
コ
ー
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堀
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ー
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２０１０クリーンハイク参加者
実行委員

高橋・萩原・渡辺(藤沢) 磯部(地平線) 三上・渡

辺(こぶし) 吉崎(柴笛) 大用・鈴木・岩佐(川崎Ｈ

Ｃ) 森谷(ナーゲル) 遅沢(川崎労山) 栗田(やま

＋＋) 大日方・市川(ＡＣ横浜) 伊藤・関根(横浜

ＨＣ) 永井(カモの会) 千葉(みずなら) 北野(緑

星) 早坂(山ブキ) 黒井(雪童) 渡辺(相模) 川上

(おるた) 新井(さがみ山友会)

県連委員

中山

救助隊

海輪、田村、宮澤、熊谷、鳥越、増田、末吉、小林、

松本、雪竹、杉山、山本

一般参加者

神奈川大学ワンダーフォーゲル部

関口、与口、荒井、伊藤、幸路

山ゆりの会

稲本 大野 和田 豊留 田村 神保 加藤(良)

草野

(個人の部)

高橋、

川崎勤労者山岳会

遅沢

川崎ハイキングクラブ

大用

川崎柴笛クラブ

吉崎

アルパインクラブ横浜

小野、中田

横浜ハイキングクラブ

長井、深瀬、宮原、真壁、内田、浜谷、増田

横浜こぶしの会

渡辺、渡部、南雲、政田、高橋、石川、石渡

藤沢山の会

角田正、清水、池田、大井由、中河原、角田淑、

神山、安藤、木村、太田、高居、佐々木愛、大野、

加藤、大井工、萩原、高橋

小田原ナーゲル山の会

森谷

相模アルパインクラブ

大橋、椎名、大島、渡辺、田村

みずなら山の会

小川、阿部、川島、岡田、高橋、横手、藤本、佐藤、

末吉、平林、田村、森、関、安江

緑星スキーと山の会

北野

カモの会

児玉、太田、井戸、永井、

雪童山の会

黒井、岡崎、小緑、樋浦、宮本、神谷

地平線の会

鈴木、磯部、石田、山下(わたすげ)、上野(むらやま

山の会)、植田

やま＋＋

柴田

山ブキの会

青柳、早坂

※記載漏れがありましたらごめんなさい。

労山自然保護憲章

登山は、自然と関わりが深い「スポーツ･レクリエー

ション」であり、豊かで多様な自然の中で発展してきま
した。山岳自然は人為に対して極めてぜい弱であり、一
度破壊されると容易に復元しない特性があります。とこ
ろが近年、山岳自然の荒廃がめだち、登山文化がそこな
われる情況が生まれています。
日本勤労者山岳連盟（労山）は創立（1960 年）以来、

登山者の使命として自然保護問題に正面から取り組み、
各地で自然を破壊し登山を阻害する開発に反対してきま
した。また、「山からゴミを一掃しよう」と取り組んだ
クリーンハイク運動は、登山者のモラルを高め、世論を
動かし、山のゴミは著しく少なくなってきました。
かつて山岳自然保護の主な課題は乱開発から自然を守
ることにありました。しかし、今やオーバーユース等の
利用者自身による問題や、地球温暖化、酸性雨・霧など
地域・国境を越えた地球規模の環境問題も重視されるよ
うになり、自然を汚染・破壊する原因は多様・複雑になっ
てきました。
そこで私たちは、登山文化の継承発展と、山岳自然と
登山者との新しい共存をめざし、ここに「労山自然保護
憲章」を定めます。
１ 登山活動を通して、自然を見る目をやしない、自

然の変化をとらえ、山と地球規模の環境保全に寄与
します。
２ 山を汚さず、山をいためず、傷つけた山を復元す

る努力は登山者の務めです。
環境への影響を最小限にするため、「自然を傷つ
けない登山技術」を求め普及していきます。

３ 多数が同時に行動する集団登山は自然への負担が
大きいので、自然を傷つけないように創意工夫して
取り組みます。
４ 山岳での開発動向に関心を持ち、利便性にかたよ
ることなく、事実にもとづいた判断で自然がそこな
われないよう努めます。
５ クリーンハイク運動に参加し、登山者のモラルを
高め山からゴミを一掃します。そこでつちかった力
で、さらに多面的な自然保護活動を広げていきます。
６ 山を汚染しない排泄物の処理方法や自然環境に配
慮した山小屋やトイレを考え、山域にふさわしい対
策の実現をめざします。
７ 自分の好きな山「心のふるさとの山」を持ち、山
の自然を学び、地域との交流や山麓の文化に触れる
など、自らの登山スタイルをめざします。
８ 登山道、山小屋など施設整備は、自然への負担を
最小限にとどめることが大切です。それらの設置・
運営にあたっては、国や自治体、住民や所有者、登
山者の合意形成を求めていきます。

９ 住民や利用者の声を無視した｢入山規制｣、｢入山料｣
ではなく、その声を生かした自然の保全管理を進め

るよう国や自治体、所有者に求めていきます。
2006 年2 月19 日 日本勤労者山岳連盟
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神奈川県勤労者山岳連盟加盟団体

団体名 ホームページ・問い合わせ先

1 川崎勤労者山岳会 http://kawasakirousan.hp.infoseek.co.jp/ 問合先＝ホームページ参照

2 川崎ハイキングクラブ http://homepage2.nifty.com/kawasaki_hc/ 問合先＝ホームページ参照

3 川崎柴笛クラブ http://www.shibabue.com/page/page-1.htm 問合先＝ホームページ参照

4 アルパインクラブ横浜 http://acy.jpn.org/ 問合先＝ホームページ参照

5 横浜ハイキングクラブ http://yokohamahc.web.infoseek.co.jp/index.html問合先＝ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ参照

6 横浜こぶしの会 http://kobu-shi.sakura.ne.jp/ 問合先＝ホームページ参照

7 藤沢山の会 http://outdoor.geocities.jp/akio_saito21/ 問合先＝ホームページ参照

8 小田原ナーゲル山の会 http://nagel.jp/ 問合先＝ホームページ参照

9 相模アルパインクラブ http://sagamiac.sakura.ne.jp/ 問合先＝ホームページ参照

10 みずなら山の会 http://makiyamaenchi.web.infoseek.co.jp/ 問合先＝ホームページ参照

11 緑星スキー山の会 問合先＝県連ホームページ参照

12 さがみ山友会 http://www.geocities.jp/sagami_sanyukai/ 問合先＝ホームページ参照

13 こまくさＨＣ 問合先＝県連ホームページ参照

14 カモの会 http://www.kamonokai.com/ 問合先＝ホームページ参照

15 雪童山の会 http://www5e.biglobe.ne.jp/~yama/ 問合先＝ホームページ参照

16 地平線の会 http://www.geocities.jp/tiheisen2004/ 問合先＝ホームページ参照

17 やま＋＋ http://yamaplapla.hustle.ne.jp/xoops/ 問合先＝ホームページ参照

18 山ブキの会 自然を愛し仲間と楽しむ。入会条件無し。 問合先＝県連事務局

19 山岳素行童人メーグリ家 フリー、沢、アルパインクライミング等 問合先＝県連事務局

20 山の会 おるた！ オールラウンド（アルパイン・沢・ハイキング） 問合先＝県連事務局
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